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公民館講座のお知らせ 



【テーマ】 『認知症の理解に対する多様な支援～福祉の視点から考える～』  

【日 時】 ９月２１日（日）１３時３０分〜１５時 

【場 所】 文化会館 小ホール 

【講 師】 京都府立大学名誉教授 中村 佐織 氏 

■講師のご紹介（右記写真） 

  大阪府立大学大学院社会福祉学研究科博士後期課程修了。その後、 

  京都府立大学に勤務。2024年に名誉教授となり現在に至る。 

  そのほか、（株）日本郵便事業会社近畿支社の人間関係支援相談室相 

  談員等を兼任。現在は、京都府社会福祉協議会理事、京都市福祉職員 

  人権研修講師などとして、活躍されています。 

■申し込み方法について 

  右記のQRコードまたは電話にて事前申込をお願いします。 

 電話申込先：72-6120 高浜町社会福祉協議会 地域包括支援センター 

高浜町認知症講演会を開催致します！ 

京都府立大学 名誉教授 

中村 佐織 氏 

高浜地区知っとこ自慢リレー 高浜七年祭 特別寄稿 

  『登録有形文化財湯淺家住宅の歴史と高浜七年祭 』 
                               高浜町郷土資料館 学芸員 倉田 尚明 氏 

 令和6年3月、湯淺家住宅が登録有形文化財に指定された。格式高い佇まいを残すこの住宅は、本年の

高浜七年祭でも芸能披露の場として用いられ、地域の歴史と文化を象徴する存在となっている。 

 湯淺家は明暦年間から存在したとされるが、足跡が明確にたどれるのは明治2年生まれの湯淺勘兵衛氏

からである。勘兵衛氏は篤農家として知られ、明治32年には農業政策に伴う耕地整理事業を推進したほ

か、学校設備や大飯郡農会設立への寄付、高浜駅前通りの土地提供などを行い、町の基盤整備と発展に大

きく寄与した。さらに、合併後の高浜町初代町長を湯淺銀次郎氏が務め、家としても地域社会の中核を担っ

てきた。6年に1度行われる県内最大級の祭礼「高浜七年祭」では、勘兵衛氏

が横町区曳山の見送り幕を寄付したことから、現在も湯淺家が神輿の巡行

経路や駐輦の場として関わり続けている。 

 生業は代々米庄屋を務めてきたが、昭和57年に文具・事務用品を扱う商

店へと転換し、現在まで地域に根差した営みを続けている。歴史的役割と現

代の営みが重なり合う湯淺家は、高浜の歩みを物語る貴重な存在である。  

                         

古文書を読んで高浜の歴史を勉強しませんか 


